
た｡商社マンの妻 と覆ったMさんは子供を-ーバード大学に入学 させ明るい家庭をつ くっていた｡

職業別にみると,大手商社員,外交官 ,学者,銀行員をどが多 く,海外における日本の頭脳として

の重要な役割を果たしている｡

附属高卒業生は,内に貯えた実力を外にひけらかす ことがをく,おおらかに生 きている｡ 自己には

厳 しいが他人には寛容である｡

附属学校の入学試験制度が新聞紙上で大きく収 Y)上げ られ,抽せん制の導入が強調されている｡ 文

部省 もまたそれを要望 しているようである｡一般論 としては,私 もそれに決 して反対す るものでは覆

いO しか し,その結果 .国家の柱石となるべきリーダー養成を国立の附属学校のすべてが放棄す るこ

とに覆るのを恐れる｡学習指導要領の総則にも述べてあるように｢生徒の能力 ･適性等の的確を把握

に努め,その伸長を図 るように指導す る｣ことが必要である｡ したがって,知能指数の低い生徒のた

めには,国立の附属養護学校が設置され,少数の生徒のために莫大覆予算が投入されている｡それは

誠に喜ば しい ことである｡ しかし,それ と同時に,知能指数の極めて高い生徒について も特別の配慮

をすることがたければ,公平の原則に反す るように思 う｡国立の附属学校の中に.能力の高い/壬三徒の

ための附属養護学校又は養護学級がい くつかはあって もよいのではたかろうか｡

リ-ダー養成を忘れれば.国家は衰退するものである｡

計 画 す る と い う こ と

井 手 久 登

英語のPlanおよびPlanningの両方 とも日本語では討画 と訳されるo討画された結果も封画策定

段階の行為も目茶語では同 じだか ら大変に厄介夜ことに なる｡ Planは限 られた情報を基にPlann-

ingされた結果であY),Planに現実的不都合が生 じたたらPlanningProcessか ら考え直さね

ば ならない筈である｡ しかし現状では.一度できあがって しまった多 くの公的討画はそのプロセスが

いかに暖味であろうとも,一般 の人々に対 しては絶対的権威 をもって君臨 しようとする｡それに対 し

て本来国の大方針であらねばならぬ諸封画は案外と簡単に短時 日で変ってしまう｡ これは全 く困るこ

とをのであるが.前者の計画はPlanとして,後者の計画はPlanningProcessの中での 悉意的

願望 (たとえ科学的必然性は をくとも,そうしたいとい う意図 )を恰 も必然的結果としてのPlanの

ように示 しているからであろう｡

いずれに して も,こ でゝ表わされているPlanは双方ともPlanningProcess を明示しない点

では共通 している｡ これはPlanningという行為が何か神秘的 を特殊能力の持主によるブラック ･

ボックス的 仕事のように思われていることを うまく利用 しているか らである｡

Planningとは本来い くつかの有効 径情報を基礎に して (全ての情報を集めることは不可能である

か ら,その中で最 も効果的覆指標性の高い情報 を抽出して )将来の在 Y)碍べ き姿を論理的に設定す る

作業 ということができる｡その結果与え られるPlanはい くつかの可能性の中の一つであr),一定不

変のものでもをく,それまでの成果の一応の集大成である｡情報に変化が生ずれば当然 Planと
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Planningの関係を見直さたければなら覆いであろうO 必要な情報が豊富で正確であるをらば

planの整合性は持続力をもつが,欲求だけが先走 りして,つ じつま合わせの数字をあとから付け加

えたようをPlan(本当はこれはPlanとはいえないが )は,短命であるのは仕方覆いことである｡

わが国では基礎資料が乏 しいま Pゝlanningを行 うためPlanningがブラック ･ボックス的にな

り,Planに整合性が乏 しく.したがってそれを権威でカグ7-しているということに覆るわけであ

る｡

かって公的覆Planは封建領主や王侯の意志の中にあり,一般の者はそれにた 従ゞ う形をとってい

た｡その習慣が今 日にまで残存 しているような気がする｡ この関係を正すためには一般の人々がもう

少 しPlanningに興味をもつことが必要であると思 う｡ Planningを建設関係 の分野の人々の占有

物に してかいてはいけないのである｡

私的な意味でのPlanningという行為は日常的にわれわれの周辺にいろいろとある｡例えば旅行の

討画とか.同窓会の企画あるいは 1ケ月の家封のたて方たどもそうである｡ これ らは何変 も経験 して

いると,自然に要領がわかって くるから,次の場合にはどうすればよいかがか ゝよそ見当がつ くよう

になる｡Planに確定性が増 して くるのである｡都市計画なども同 じことで,い くつかの事例を経験

した人のPlanは.新卒者の理詰めのPlanより尊重されがちであるO こ にゝも経験主義が生 きてい

る｡ 計画が未来 と関係する限 り,人々はそれに対 して憶病になるからであろう｡

しか し在か ら,未来に大 きを夢を描 くことはたとえそれが実現 しなくて も楽しいことである｡ 旅行

の計画をどコースと時間を考えるだけでも一つの楽 しみである｡計画するということが,合理的を生

活行動の指針を得るためばか りでなく,それ 自身が実現とは無関係に楽 しいことだという一面をもつ

が故に,人々は常にいろいろと引画をたてるのではないだろうか｡そう思って現在のわが国の政府の

諸計画や都市計画などをふ りかえってみてみると,在るほどと納得がい くのである｡

D さ ん - の 手 紙

中 野 尊 正

お手紙拝見しました｡ 1年半の目速留学 という,子供の時か らの夢が実現 しましたことを.心か ら

かよろこび申しあげます｡貴女の恩師 C教授の御依頼 もあって,貴女の日本での御世話をすることに

覆りました ことを光栄に思います.

前便にても申しあげましたとおり,フィール ド･ワークの御世話を して頂けそうを万々には,すで

に御手紙を差上げてありますので,御含み下さいO あらた75:御希望がございました ら.どうぞ気楽に

申して下さい｡研究は貴女自身がす るのであろうか ら,貴女の若い,生 きいきとした洞察力で,疑問

をきりひらいて下さることを期待 します｡

フィール ドが,日本の北か ら南までと広域にまたがっておりますので,貴女の研究テーマにこだわ

らずに,多様でユニークな日速の自然と文化を見て頂きたいのですOニュ-ジーランドと比べて.自

然のをりたちには類似点 も多いのですが,人々の生活や文化には.貴女にとって,きっと,いつまで
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